
　
第46期定時株主総会招集ご通知に際しての

インターネット開示事項
　
　
　

業務の適正を確保するための体制
および当該体制の運用状況

個 別 注 記 表
（2020年６月21日から2021年６月20日まで）

株式会社ジョイフル本田
　
　

業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況および個別注記表につきまして
は、法令および当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト

（https://www.joyfulhonda.com/）に掲載することにより株主の皆様に提供しております。
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
　

　当社は、「取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その
他業務の適正を確保するための体制」について取締役会の決議により基本方針を定めておりま
す。概要は次のとおりです。
　
（1）当社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するため

の体制
① 「コンプライアンス規程」等の社内規程を制定し、取締役および使用人はこれを遵守す

る。
② 各組織から独立した内部監査室を設置し、監査役および会計監査人と連携のうえ、内部

監査を通じて職務の執行における適法性・妥当性を検証するとともに、リスク要因の指
摘、指導ならびに改善を図る。

③ 事業活動における法令・社内規程等の遵守を確保し、また改善するためリスク・コンプ
ライアンス委員会を設置する。

　
（2）当社の取締役および使用人の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

① 取締役および使用人の職務執行に係る情報については、「文書管理規程」等に基づき、
定められた期間保存および管理を行う。

② 保存期間内は、取締役または監査役からの閲覧要請等があった場合、速やかに閲覧可能
な状態を維持する。

　
（3）当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　 ① 「リスク管理規程」等の社内規程を制定し、取締役および使用人はこれを遵守する。
② 実際にリスクが具現化し重大な損害の発生が予測される場合、新たなリスクが生じた場

合には、取締役会において速やかに対処方法を明確にし、必要に応じて全社に指示・伝
達する。

③ 事業活動において重大な影響を及ぼすリスクを管理し、具体的対応策を講じるため、リ
スク・コンプライアンス委員会を設置する。
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（4）当社の取締役および使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、取締役会を原則毎月１回以上開催するほか、必要に応じて適宜開催するものと

し、経営方針および業務執行上の重要事項を決議するとともに、取締役の職務の執行状
況の監督を行う。また、経営会議を原則毎週１回開催するものとし、決裁権限基準表に
定められた事項および取締役会に上程する議案を審議し、決定するとともに、経営上の
重要事項を議論し、立案する。

② 「取締役会規程」「業務分掌規程」「職務権限規程」により業務分掌、職務権限を明確に
し、適正かつ効率的に職務が行われる体制を確保するとともに、監査役ならびに内部監
査室が連携のうえ有効性の検証を行う。

　
（5）当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

① 当社は、「関係会社管理規程」等の社内規程を制定し、当社グループ各社における、業
務の適正および効率性を確保するための制度を整備する。

② 当社内部監査室は、当社グループ各社に対する監査を実施し、検証および助言等を行
う。

③ 当社のリスク・コンプライアンス委員会に子会社も出席させ、当社グループとして、法
令・社内規程等の遵守を確保し、迅速なリスク対応を図る。

　
（6）当社子会社の取締役および使用人の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

　当社は、「関係会社管理規程」に基づき、事業の状況に関する定期的な報告を受けるとと
もに、重要事項についての事前協議を行う。
　

（7）当社子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 子会社において定めるリスク管理規程に基づき、子会社において、不正の行為または法

令、定款もしくは社内規程に違反する重大な事実、その他リスク管理上懸念のある事実
が発見された場合、子会社は、当社リスク・コンプライアンス委員会に報告しなければ
ならない。

② 当社リスク・コンプライアンス委員会が、子会社から報告を受けた場合、直ちに事実関
係を調査し、取締役会にこれを報告する。

③ 子会社代表取締役は、事業活動における各種のリスクを管理し、実際リスクが具現化し
た際の迅速な対応を行うため、当社リスク・コンプライアンス委員会に出席する。
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（8）当社子会社の取締役および使用人の職務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制

① 企業グループ経営における責任と権限を明確にする為、グループ代表（当社の代表取締
役）、経営執行責任者（子会社社長）、主管部門長（当社管理本部長）の組織を設置す
る。

② 当社子会社のガバナンス強化を図り、迅速で精度の高い意思決定プロセスを遂行すべ
く、グループ稟議制度を導入しグループ代表が決裁するとともに、子会社の重要事項に
ついては、当該子会社経営執行責任者が出席する当社の決裁会議体で決議する。

③ 当社子会社は②の決定を踏まえ、「業務分掌規程」「職務権限規程」に従った業務執行を
行うことで、業務の効率化を図るとともに、当社子会社管理担当部署（以下、「経営管
理部」という。）は、当社内部監査室、総務部と連携し、業務執行の効率性の検証を行
う。

　
（9）当社子会社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保す

るための体制
① 当社子会社は、「コンプライアンス規程」等の社内規程を制定し、取締役および使用人

はこれを遵守する。
② 当社子会社は、内部監査部門を設置し、子会社の監査役と連携のうえ、内部監査を通じ

て職務の執行における適法性・妥当性を検証するとともに、リスク要因の指摘、指導な
らびに改善を図る。

③ 子会社代表取締役は、事業活動における法令・社内規程等の遵守を確保し、また改善す
るため当社リスク・コンプライアンス委員会に出席する。

　
（10）当社の監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用

人に関する体制
　当社は、監査役が求めた場合、監査役の職務を補助すべき使用人を１名以上置くことが
できる。

　
（11）当社の監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項

　監査役を補助すべき使用人を設置する場合、当該使用人の独立性を確保するため、当該
使用人の任命・解雇・異動等の人事権に関する事項については、事前に監査役会の同意を
得ることとする。
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（12）当社の監査役の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

① 取締役および使用人は、監査役の職務を補助すべき使用人の業務が円滑に行われるよ
う、監査環境の整備に協力する。

② 監査役の職務を補助すべき使用人は、必要に応じて、弁護士、公認会計士等の監査業
務に関する助言を受けることができる。

（13）当社の取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に
関する体制

① 取締役および使用人は、当社に著しい損害の恐れのある事実、またはこれらの会社に
おいて法令・定款等に違反する行為を知った場合は、直ちに監査役に報告する。

② 監査役は、その職務の遂行のために必要と判断したときは、取締役および使用人に報
告を求めることができる。

　
（14）当社子会社の取締役、監査役および使用人またはこれらの者から報告を受けた者が監査

役に報告をするための体制
① 子会社の取締役および使用人は、法令および規程に定められた事項のほか、子会社の

監査役から報告を求められた事項について速やかに子会社の監査役に報告するととも
に、経営管理部を経由し、当社監査役に報告する。

② 当社は、内部通報制度の適用対象に子会社を含め、子会社における法令、定款または
社内規程に違反する重大な事実、その他コンプライアンス上の重大な問題にかかる通
報について、総務部を経由し、監査役への適切な報告体制を確保する。

　
（15）当社の監査役へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けな

いことを確保するための体制
① 内部通報制度の窓口に通報があった場合、総務部は、当社の監査役に対して、速やか

に通報者の特定される事項を除き、事案の内容を報告する。
② 通報者の異動、人事評価および懲戒等において、通報の事実を考慮することを禁止し、

その旨を当社および子会社の取締役および使用人に周知徹底する。
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（16）当社の監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続その他の当該職
務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
当社は、監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払または支出した費用等の償

還、負担した債務の弁済を請求したときは、その費用等が監査役の職務の執行に必要でな
い場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

　
（17）その他当社の監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 取締役および使用人は、監査役監査に対する理解を深め、監査役監査の環境を整備す
るように努める。

② 監査役は、取締役会に出席するほか、必要と認める重要な会議に出席する。
③ 監査役は、随時経理システム等の社内情報システムの情報を閲覧することができる。
④ 監査役は、原則毎月１回、監査役会およびグループ各社の監査役と監査役連絡会をそ

れぞれ開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、監査実施状況等について情報交換
および協議を行う。また、内部監査室、総務部との連携を図り、適切な意思疎通およ
び効果的な監査業務の遂行を図るとともに、会計監査人から定期的に会計監査に関す
る報告を受け、意見交換を行う。

　
（18）反社会的勢力の排除に向けた体制

反社会的勢力を断固として排除する姿勢を明確にし、すべての取締役、監査役、執行役
員および使用人に反社会的勢力とは取引関係を含めて一切の関係をもたないこと、および
反社会的勢力を利用しないことを徹底する。

　
　基本方針の運用状況の概要
　当社における内部統制の運用状況は、次のとおりであります。
　当社は、リスク・コンプライアンス委員会を設置し、同委員会を通じて、コンプライアン
ス、リスク管理を含めた内部統制に関する事項を一元的に管理運営してまいりました。また、
コンプライアンスに対する意識と知識の向上を目的とし、各事業所および子会社にコンプラ
イアンス担当者を設置し、法令に関する勉強会を実施しました。そのほか、過去当社で起き
た事象や他社で発生した事例など、当社グループ内で同様な違反事例が発生しないようグル
ープ全体として、内部統制の強化を図っております。
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個別注記表
　
重要な会計方針に係る事項に関する注記
１. 資産の評価基準および評価方法
（1）有価証券

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）によっております。
子会社株式および関連会社株式 移動平均法による原価法により評価しております。
その他有価証券

時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法により評価しております。（評
価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定しております。）

時価のないもの 移動平均法による原価法により評価しております。
（2）デリバティブ 時価法によっております。
（3）たな卸資産

商品 主として売価還元法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法）により評価しております。ただし、倉庫在庫は総平均法
による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により評
価しております。

未成工事支出金 個別法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
により評価しております。

原材料および貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法）により評価しております。

２. 固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備および構築物については、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10～34年
その他 ３～15年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。

なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま
す。
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（3）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

３. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上し

ております。
（3）役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上して
おります。

（4）退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。
退職給付引当金および退職給付費用の処理方法は以下のとおりです。
① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異は、各事業年度における発生額を、発生の翌事業年度において一括で費用処理し

ております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数による定額法により費

用処理しております。
（5）従業員株式給付引当金

株式給付規程に基づく従業員への当社株式または金銭の給付に充てるため、給付見込額に基づき当事業
年度に見合う分を計上しております。

（6）役員株式給付引当金
役員株式給付規程に基づく役員への当社株式または金銭の給付に充てるため、給付見込額に基づき当事

業年度に見合う分を計上しております。
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４. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

表示方法の変更に関する注記
「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用に伴う変更

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号 2020年３月31日）を当事業年度
から適用し、個別注記表に（会計上の見積りに関する注記）を記載しております。

会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りは、計算書類作成時に入手可能な情報に基づいて合理的な金額を算出しております。当事

業年度の計算書類に計上した金額が会計上の見積りによるもののうち、翌事業年度の計算書類に重要な影響
を及ぼすリスクがある項目は以下のとおりです。

固定資産の減損損失
（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

店舗エリア固定資産 77,484百万円
（うち有形固定資産 76,562百万円、無形固定資産 914百万円）
減損損失 72百万円

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 算出方法

当社は、損益の集計単位であるエリアもしくは専門店を独立したキャッシュ・フローを生み出
す最小の単位として資産をグルーピングしており、本社、物流倉庫、製作・加工等の機能がある
拠点は共用資産としております。また、遊休資産および除却・売却予定資産については個々の物
件単位でグルーピングをしております。ここで、エリアとは、ホームセンターとテナントが一体
となって集積している拠点をいい、専門店と合わせて「店舗エリア」としております。
　当社が保有する固定資産のうち、「固定資産の減損に係る会計基準」において対象とされるもの
については、損益報告などの企業内部情報と、経済環境や資産の市場価格など企業外部情報に基
づき、資産または資産グループ別に減損の兆候の有無を検討しております。
　減損の兆候がある資産または資産グループの減損損失の認識の判定においては、その資産また
は資産グループにおける回収可能価額を正味売却価額または使用価値により算定しております。
そのうち使用価値は、将来キャッシュ・フローを基に算定しており、資産または資産グループの
継続的使用によって生ずる将来キャッシュ・フローは、資産または資産グループごとの将来の見
込損益によって算定しております。
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② 主要な仮定
割引前将来キャッシュ・フローの見積りにおける主要な仮定は、資産または資産グループの将

来の見込損益の基礎となる売上高変動率、売上総利益率、売上高販管費率であります。
なお、新型コロナウイルスは、当社の客数と売上高に若干の減少をもたらしましたが、当事業

年度の業績に与えた影響は、軽微でありました。この結果を踏まえ、新型コロナウイルス感染拡
大は、翌事業年度以降も当社の事業に重要な影響は及ぼさないものと仮定し、会計上の見積りを
行っております。

③ 翌事業年度の計算書類に与える影響
割引前将来キャッシュ・フローの算定に用いた主要な仮定は、見積りの不確実性を伴い、市場

環境が変化した場合や新型コロナウイルスの影響による店舗の臨時休業など、将来の経済状況の
変動等により、翌事業年度の計算書類において減損損失が発生する可能性があります。

追加情報
（株式給付信託（ＢＢＴ））

当社は、取締役および執行役員（社外取締役および業務非執行取締役を含みます。以下、「取締役等」と
いいます。）の業務執行をより厳正に評価し、取締役等の報酬と当社の株式価値との連動性をより明確にす
ることによって、取締役等が中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的と
して、取締役等に対する株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ（＝Ｂｏａｒｄ Ｂｅｎｅｆｉｔ Ｔｒｕｓ
ｔ））」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

①取引の概要
本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託（以下、「本信託」といいます。）を設定し、本信託を通

じて当社株式が取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式および当
社株式を退任日時点の時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）が信託を通じて
給付される株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役等の
退任時とします。

②信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当事業年度末の当該自己株式の帳簿価額および株式数は、270百万円および
183,900株であります。
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（株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ））
当社は、当社の株価や業績と当社の一部役職員（以下、「幹部社員等」といいます。）の処遇の連動性をよ

り高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価および業績向上への幹部社員等の意欲や士
気を高めるため、幹部社員等に対して自社の株式を給付するインセンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－Ｅ
ＳＯＰ）」（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。

①取引の概要
本制度は、予め定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした幹部社員等に対し当社株式および当

社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）を給付する仕組みです。
当社は、幹部社員等に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、一定の条件により受給権を取得し

たときに当該付与ポイントに相当する当社株式等を給付します。幹部社員等に対し給付する株式について
は、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとします。

②信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当事業年度末の当該自己株式の帳簿価額および株式数は、409百万円および
227,120株であります。
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貸借対照表に関する注記
担保に供している資産

宝くじの取扱いのために、定期預金38百万円を担保として供しております。

関係会社に対する金銭債権または金銭債務（区分表示したものは除く）
短 期 金 銭 債 権 27百万円
短 期 金 銭 債 務 0百万円

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 349百万円
不動産賃貸収入 337百万円
仕入高 0百万円
販売費及び一般管理費 13百万円

営業取引以外の取引高 6百万円
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株主資本等変動計算書に関する注記
１．当事業年度末における発行済株式の種類および総数

普通株式 103,225,760株
２．当事業年度末における自己株式の種類および株式数

普通株式 33,955,369株
（注）当該自己株式には、「株式給付信託（ＢＢＴおよびＪ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として株式会社日

本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する株式411,020株が含まれております。

３．配当に関する事項
（１）配当金支払額

決議 株式の
種類

配当の
原資

配当金の総額
（百万円）

１株当たりの
配当額（円） 基準日 効力発生日

2020 年 ９ 月 17 日
定 時 株 主 総 会

普通
株式

利益
剰余金 1,219 17.50 2020年６月20日 2020年９月18日

（注）配当金の総額には、信託Ｅ口が保有する当社株式への配当が６百万円含まれております。

決議 株式の
種類

配当の
原資

配当金の総額
（百万円）

１株当たりの
配当額（円） 基準日 効力発生日

2021 年 ２ 月 ２ 日
取 締 役 会

普通
株式

利益
剰余金 1,079 15.50 2020年12月20日 2021年３月10日

（注）配当金の総額には、信託Ｅ口が保有する当社株式への配当が６百万円含まれております。

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
2021年８月３日開催の取締役会において、次のとおり普通株式の配当に関する決議をいたしました。

決議 株式の
種類

配当の
原資

配当金の総額
（百万円）

１株当たりの
配当額（円） 基準日 効力発生日

2021 年 ８ 月 ３ 日
取 締 役 会

普通
株式

利益
剰余金 1,254 18.00 2021年６月20日 2021年８月31日

（注）配当金の総額には、信託Ｅ口が保有する当社株式への配当が７百万円含まれております。

税効果会計に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、減価償却費、減損損失、資産除去債務、未払賞与であ

ります。
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金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項

当社は、資金運用については、一時的な余剰資金を元に安全性の高い金融商品を限定して運用しており、
これら商品の上場株式、債券については毎月、時価の把握を行い、運用状況を管理しております。

また、設備投資等の必要資金は自己資金を充てておりますが、借入金は、必要に応じ主に事業運営、設備
投資を目的に調達しております。営業債務である買掛金はそのほとんどが１ヶ月以内の支払期日でありま
す。

２．金融商品の時価等に関する事項
2021年６月20日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については次の

とおりであります。
（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

（１）現金及び預金 45,533 45,533 －

（２）投資有価証券

その他有価証券 2,093 2,093 －

（３）買掛金 （6,925） （6,925） －

（４）長期借入金 （20,741） （20,785） △44
（※）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
（注）１．金融商品の時価の算定方法

（１）現金及び預金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によって

おります。
（２）投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格に、債券等は取引金融機関から提示された価格によ
っております。

（３）買掛金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によって

おります。
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（４）長期借入金（１年内返済予定長期借入金を含む）
これらのうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実

行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿
価額によっております。固定金利によるものは元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想
定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

２．時価を把握することが極めて困難な金融商品
非上場株式（貸借対照表計上額26百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見

積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「その他有価証券」には含
めておりません。

関係会社株式（貸借対照表計上額184百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フロー
を見積ることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、記載しておりません。

持分法損益等に関する注記
関連会社に対する投資の金額 184百万円
持分法を適用した場合の投資の金額 1,154百万円
持分法を適用した場合の投資利益の金額 93百万円

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 1,626円74銭
１株当たり当期純利益 129円72銭

（注）株式給付信託（ＢＢＴおよびＪ－ＥＳＯＰ）の信託契約に基づき、株式会社日本カストディ銀行（信
託Ｅ口）が保有する株式は、１株当たり純資産額および１株当たり当期純利益金額の算定上、期末株
式数および期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数 411,020株
１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数 394,306株

重要な後発事象に関する注記
（自己株式の消却）

当社は、2021年８月３日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を行う
ことを決議しています。詳細は以下のとおりです。
（１）消却の理由 ：株主還元の拡充および将来の希薄化懸念の払拭
（２）消却する株式の種類 ：当社普通株式
（３）消却する株式の数 ：29,876,849株（消却前の発行済株式総数に対する割合28.94％）
（４）消却日 ：2021年８月20日
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